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地すべり地における砂防堰堤のための地質調査事例 

中央開発株式会社  〇片山 翔，神崎 裕，田邊 裕明 

 

１. はじめに 

土木構造物施工時においては，調査段階で確認されて

いる地質リスクとなる地質状況に対する検討が不十分な

ために施工に大きな影響を及ぼす可能性がある．そのた

め，調査段階において設計上の安全側を考慮した検討を

行うことが重要である． 

本事例の対象は，砂防堰堤新設のための地質調査であ

る．計画地に地すべり地形が存在するとされていること

から，当初より設計施工への影響が懸念されており，調

査の結果，地すべりにより埋積した河床堆積物の可能性

がある礫層が確認された．調査結果を考慮すると，地す

べりが存在する可能性は低いと想定されたが，設計上の

安全側を考慮し，地すべりを仮定した検討を行い，設計

施工への影響を評価した． 

 

２. 地形地質概要 

調査地は，丘陵地帯の末端部に位置し，北部には一級

河川が西方向に流下する．地質は，新第三紀の礫岩を挟

在するシルト岩が主に分布する．堰堤計画地は向斜軸部

に位置し，地層の走向は向斜軸延長方向と一致する．ま

た，左岸側には地すべり地形が存在するとされ，堰堤左

岸袖部は上記地すべり地形の末端部に位置する． 

 

図-1 調査地域の地質図1)，調査位置図 

３. ボーリング調査結果 

 調査地には新第三紀のシルト岩が主に分布し，左岸側

斜面は段丘堆積物が被覆する．シルト岩は左岸側で流れ

盤構造，右岸側で受盤構造をなす．また，地すべりが懸

念される左岸側では，現河床と同標高付近にシルト岩に

挟在する礫層が確認された．この礫層については以下の

2つの可能性が想定される（表-1）． 

①：シルト岩に挟在する礫岩層 

②：地すべりにより埋積した旧河床堆積物 

上記の礫層を除き，シルト岩中に地すべり性の破砕等

は認められないため，②のような地すべりが存在する可

能性は低い．しかし，①礫岩とした場合も，シルト岩と

不整合で接していることや，連続性が不明である点を考

慮すると．堰堤計画地が向斜軸部に位置するため，地質

構造的に不自然ではないが，根拠に乏しい． 

そのため，今回は設計上の安全側を考慮し，地すべり

が存在すると仮定し，安定性について検討することとし

た． 

 

４. 崩壊形状の設定 

地すべりが存在すると仮定した場合の安定性について

検討するため，机上検討，調査結果より，以下の2つの崩

壊形状を推定した（図-2）．なお，どちらも直線的な滑動

を示す岩盤すべりである 

①大規模すべり：防災科研の地すべり地形分布図2)より

設定した．岩盤すべりとしてはすべり面角度が緩く，コ

アにも破砕は認められないことから，実際にこのような

地すべりが存在するとは考えにくい． 

②末端部すべり：地形ボーリングコアに地すべり性の破

砕は認められず，地形にも表れていないため，こちらも

実際に存在するかどうかは不明である． 

 

表-1 想定される地質状況 
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図-2 推定した地すべり形状と安定解析断面 

 

５. 斜面安定解析 

施工時の斜面の安定性評価のため，図-2に示した，①

大規模すべり，②末端すべりについて，現況及び切土施

工時の安全率を計算した．解析に用いた各緒言の設定根

拠は以下のとおりである． 

①地層区分：機械ボーリング結果より設定した．なお，

調査結果が末端部しかないこと，切土施工時の応力開放，

スレーキングを考慮し，想定すべり面より上位の岩盤層

はすべて強風化シルト岩とした． 

②地下水位条件：安全側を考慮し，地表付近の水位と

した． 

③地盤定数：地層毎に N 値より設定．強風化シルト岩

については粘性土相当で設定した． 

④切土勾配：ボーリング調査結果を考慮し，軟岩の標

準勾配である1:1.23)の勾配とした． 

 

安定解析結果を表-2に示す． 

安定解析の結果，①，②ともに現況安全率と施工時安

全率ともに Fs=1．200を大きく上回る結果となった．ま

た，①については現況，施工後安全率がほとんど変化せ

ず，②では施工後安全率の方が高い結果となった 

 

表-2 斜面安定解析結果 

 

 

 

 

６. 地すべりを仮定した場合の安定性評価 

地表地質踏査では，地すべりを示唆するような変状は

認められず，地すべりを仮定した場合の斜面安定解析で

は，十分安全側を考慮した諸元でも，現状，施工時にお

いて十分安定している結果となった．上記より，地すべ

りが仮に存在したとしても施工時に不安定化する可能性

は低いと言える．ただし，対象斜面が流れ盤構造をなし，

スレーキング特性を持つことを考慮すると，施工時の表

層崩壊が懸念されるため，施工の際は，吹付工等の法面

保護工を併用し，逆巻きで施工していくことが望ましい．

また，左岸側のボーリング孔は孔内傾斜計観測孔仕上げ

としているため，施工時の動態観測による安定性の検討

も可能である． 

 

７． まとめ 

本業務では，調査で確認された礫層に対して，設計上

の安全側を考慮し，地すべりと仮定した場合の調査解析

を実施し，施工時の影響について評価した．本事例のよ

うに，地すべりの有無が不明確な場合や，対象構造物に

対して，想定される地すべりが大規模である場合は，事

業費等の兼ね合いから，広域的な地すべり調査を実施す

ることは難しい．そのため，今回のように簡易的に地す

べりの安定性を評価するのも有効であると考える． 
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